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　一方，第 1，第 2因子の負荷の大きかった行動（以下，それぞれ「第 1因子行動」「第 2
因子行動」と呼ぶ）については，特定状況との関連は見られず，要するに「日本で生活する
以上，だれもが遭遇する可能性のある行動」であると考えられた。
　では，第 1因子と第 2因子の違いは何であろうか。第 1因子行動・第 2因子行動の内容を
さらに詳細に分析すると，以下の表に示すように，「手段性」および「定型性」という 2つ
のプロパティについて，これら 2つの因子は対照的な特徴を有していることが分かった。
表 1　第 1因子行動，第 2因子行動の特徴


































































因子得点読む 書く 聞く 話す 4技能平均
事務職 (n=34) 4.00 3.55 4.30 4.15 4.00 0.31 
営業職 (n=11) 3.70 3.20 4.40 4.30 3.90 0.63 
製造建設業 (n=155) 3.25 3.09 3.84 3.77 3.49 0.12 
農林水産業 (n=23) 2.65 2.65 3.00 2.91 2.80 −0.19 
自営業 (n=22) 3.43 3.00 3.43 3.52 3.35 0.43 
サービス業 (n=38) 3.16 3.00 3.50 3.53 3.30 0.06 
専門職 (n=142) 3.85 3.43 4.08 3.96 3.83 0.11 
主婦 (n=223) 3.44 3.19 3.74 3.61 3.50 −0.10 
学生 (n=118) 3.75 3.61 3.94 3.86 3.79 −0.10 
無職 (n=50) 2.66 2.65 2.88 2.76 2.74 −0.17 
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